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団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 地域コミュニティ推進事業 決算額

視点

健康増進三世代交流事業　　　　　　　　決算額

老いも若きもふるさと道中事業 決算額

視点

事業名 伝統文化の保存継承事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

〇

〇

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

おおどのコミュニティ協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

（今後に向けて）　体制を整え、事務局のスキルアップにも努めていきたい。

新たな組織体制が始まり、各団体や個人の意見が反映される「運営委員会」を柱に、一つ一つの視点を明確にし
ながら解決策を協議していく専門部会（あんぜん部会・やすらぎ部会・にぎわい部会）では、地域課題にそった活
動が動き出した。会議の中に「話し合いの意識」が生まれ、参画意識の醸成が感じられる一年でした。今後は、ま
だ仕組みの強化されていない情報の発信や共有に関して積極的に取組んでいきます。

３，６１８，１３８円

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　　　事務局員：２名

（運営費の主な内容）　事務局人件費及び事務費

心豊かに暮らし続けることができるまちづくり　「住んでみたいまち　訪れたいまち　働くところのあるまち」

①各町内会との情報交換が図れた。継続して強化していきたい。

②多世代が知り合うきかっけづくりにつながった。参加拡大に向け告知を強化していきたい。

③参加意識の拡大と住民の輪が広がった。継続を視野に入れた工夫を行っていきたい。

①

②

地域内の核である町内会と連携し活性化を進める

７５６，５８０円

多世代交流で集うまちづくり

５５，３０８円

参加してみたくなる！皆楽しい！次につながる！企画運営

１，１８５，７９３円

事業名
７５，２４５円

③

（成果・評価）　年間を通して事務局運営を行ったが、体制変更による事務運営の偏りがあった。



（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）　平成２５年４月～平成２６年３月

（参加人数）　２０人

（成果）　広報担当者による情報収集の拡大が図れた。

（評価）　各部会の情報や事業の告知なども発信できた。

地域情報の発信と広報活動事業

５０６，３１１円

（実施内容）　HPの更新及びコミュニティだよりの発行。地域情報の収集と発信。

（成果）　用具の充実により参加者の拡大が図れた。

（評価）　横断幕の設置により、住民への周知につながった。　

（今後に向けて）　活動報告ばかりではなく、地域のニーズにそった情報を発信していきたい。

体育振興事業

４６４，２２３円

（実施内容）　地域スポーツ促進につながる大会の開催と横断幕の購入。

（実施時期）　平成２５年５月～平成２６年３月

（参加人数）　２００人

（実施時期）　平成２５年１０月１４日

（今後に向けて）　地域の良さや魅力を再発見できるような活動を進めていきたい。

地域コミュニティ推進事業

７５６，５８０円

（実施内容）　地域内の各町内会を中心に各種団体との連携強化。活動拠点の充実。

（参加人数）　１３０人

（今後に向けて）　用具を活用しながら、参加拡大への工夫に努めていきたい。

健康増進三世代交流事業

７５，２４５円

（実施内容）　多世代が交流し、ふれあう親睦運動会の開催。

（参加人数）　１００人

（成果）　話し合い意識の醸成が図れ、組織としての体制が強化された。　

（評価）　それぞれの持ち分を活かし合う体制が見えてきた。　

（実施時期）　平成２５年８月～平成２６年３月

（評価）　健康で自立した生活をおくるための意識向上につながった。

（今後に向けて）　競技内容や告知方法を検討し、参加者拡大に努めていきたい。

見守り訪問活動推進事業

３８，６５０円

（実施内容）　健康教室を開催し、体力測定や高齢者向けの防犯に対するアドバイスの実施。

（成果）　地域の高齢者の健康増進と楽しみにつながった。

（評価）　運動を通して気力・体力の充実が図れた。

（今後に向けて）　定期的な健康管理のため、今後も継続して実施していきたい。

（実施時期）　平成２５年７月３０日

（参加人数）　６０人

（成果）　一人暮らしの高齢者の不安解消に役立った。　



事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価）　同上

（今後に向けて）　今後も継続して地域内の要望を集約していきたい。

反射鏡設置事業

０円

（実施内容）　カーブミラー設置に対する補助　

（実施時期）　平成２５年４月～平成２６年３月

（参加人数）　０人

（成果）　各町内会に要望調査を行ったが、対象となる町内がなかったため未実施。

（実施内容）　ゾーン３０の徹底に向け、また見守り強化のための安全旗の購入。

（今後に向けて）　諸団体間の情報交換会を行い、危険箇所マップの整備に努めていきたい。

大殿地区安心安全のつどい

６２，０３０円

（実施内容）　安全意識啓発を目的とした「大殿地区安心安全のつどい」開催。

老いも若きもふるさと道中事業

５５，３０８円

（実施内容）　地域の史跡を巡りながら三世代が交流するウォーキングの開催

（実施時期）　平成２５年１０月２７日

（参加人数）　４０人

（成果）　地域の史跡を知るきっかけになり、自分の住む町に愛着が生まれた。

（今後に向けて）　啓発の充実や体験講座などを活用し、集客力アップに努めていきたい。

自主防災活動推進事業

６０５，０００円

（実施内容）　防災研修会の開催・防災用品（土のう）の調査及び購入。

（実施時期）　平成２５年１１月１０日

（参加人数）　３００人

（成果）　安全意識アンケートの実施及び危険箇所マップの作成につながった。

（評価）　ふるさと祭りとの同時開催により、参加者の拡大や意識拡大につながった。

（実施時期）　平成２５年４月～平成２６年３月

（参加人数）　１００人

（成果）　大判の安全旗購入により、子どもたちをより安全に誘導することが可能になった。

（評価）　各見守り隊の協力により、地域内の安心安全な生活が確保できている。　

（実施時期）　平成２５年１１月～平成２６年３月

（参加人数）　５０人

（成果）　地域防災意識の高揚と、防災用品（土のう）の準備が整った。

（評価）　各町内の意識及び実態調査により、防災に対する認識が把握できた。

（今後に向けて）　モデル町内会を設定し自主防災組織結成に向けて連携強化を行っていきたい。

地域見守り活動事業

３３２，５１５円

（評価）　三世代の交流が深まり、健康増進にもつながった。

（今後に向けて）　参加者拡大に向けて、告知などの情報発信に力を入れていきたい。



（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載し
てください。

（実施時期）　平成２５年４月～平成２６年３月

（参加人数）　４０人

（成果）　ホタルの保護育成活動推進により、地域の環境美化意識の啓発につながった。

（評価）　この活動を通じて、地域の環境保護に対する参画の輪が広がってきた。

環境整備事業

１１８，２９６円

（実施内容）　地域内の環境美化及び天然記念物のゲンジボタルの保護育成に対する助成。

（実施時期）　平成２５年４月～平成２６年３月

（参加人数）　０人

（成果）　各町内会に要望調査を行ったが、対象となる町内がなかったため未実施。

（評価）　同上

（今後に向けて）　住みよい環境づくりに向けて、勉強会などを開催していきたい。

土木工事（法定外公共物・単市土地改良）

０円

（実施内容）　法定外公共物の整備

（評価）　各関係団体間の交流と連携の意識が感じられた。

（実施時期）　平成２５年６月１日・８月６日～７日・１１月１０日

（参加人数）　１，０００人

（成果）　継続していくための工夫や、企画運営に関する「楽しさ」が実感できた。

（評価）　地域のつながり、地域の誇り、地域への愛着が感じられる事業になった。

（今後に向けて）　今後も地域内の要望を調査・把握し、計画的に対応を行っていきたい。

伝統文化の保存継承事業

１，１８５，７９３円

（実施内容）　地域内で開催される「祭り（ほたる祭り・ちょうちん祭り・ふるさとまつり）」の実施。

（今後に向けて）　多世代間のふれあいの場として工夫をしながら継続して行っていきたい。　

（今後に向けて）　誰もが楽しく参画できる仕組みと人のつながりが実感できる事業にしていきたい。

チャレンジ大殿健児交流事業

１６０，３１６円

（実施内容）　三世代交流事業（七草がゆ教室・ロードレース）の共同開催。

（実施時期）　平成２６年１月７日・２月９日

（参加人数）　２００人　

（成果）　多世代の交流と体験を通して、子どもたちの地域への関心がうまれた。


